
大平城址大平城址大平城址

城井ノ上城址城井ノ上城址城井ノ上城址
芭蕉塚芭蕉塚芭蕉塚

ビラ・パラディビラ・パラディビラ・パラディ天徳寺天徳寺天徳寺

本庄の大楠本庄の大楠本庄の大楠

正光寺正光寺正光寺

宇都宮氏館跡宇都宮氏館跡宇都宮氏館跡

城井
ふる里村
城井
ふる里村
城井
ふる里村

旧蔵内邸旧蔵内邸旧蔵内邸

船迫窯跡公園船迫窯跡公園船迫窯跡公園

広
幡
城
址

広
幡
城
址

広
幡
城
址

築上町役場築上町役場築上町役場

宇留津城址宇留津城址宇留津城址ＪＲ築城駅ＪＲ築城駅ＪＲ築城駅

紀文紀文紀文 法然寺法然寺法然寺

航空自衛隊築城基地航空自衛隊築城基地航空自衛隊築城基地

ＪＲ椎田駅ＪＲ椎田駅ＪＲ椎田駅

勝間田
彦六左衛門の碑
勝間田
彦六左衛門の碑
勝間田
彦六左衛門の碑

椎田道路
椎田道路
椎田道路

広域農道広域農道広域農道 椎
田
IC

椎
田
IC

椎
田
IC

築
城
IC

築
城
IC

築
城
IC

椎
田
南
IC

（
予
定
）

椎
田
南
IC

（
予
定
）

椎
田
南
IC

（
予
定
）

周防灘周防灘周防灘

日豊本線
日豊本線
日豊本線

メタセの杜メタセの杜メタセの杜

綱敷天満宮綱敷天満宮綱敷天満宮

大野小弁の碑大野小弁の碑大野小弁の碑

10

58

32

240

238

237

237

236

233

235

234 231

NN
佐賀県佐賀県佐賀県 大分県大分県大分県

豊前市豊前市豊前市
一ノ岳一ノ岳一ノ岳

国見山国見山国見山

求菩提山求菩提山求菩提山
英彦山英彦山英彦山

行橋市行橋市行橋市

みやこ町みやこ町みやこ町

福岡県福岡県築上町築上町

儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰

儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰

儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰

儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰

儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰

儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰

儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰

儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰

儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰

儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰

儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰

九
州
自
動
車
道
・
小
倉
東
Ｉ
Ｃ

か
ら
国
道

号
を
経
て
約


分
。
人
口
は
約
１
万
９
０
０
０

人

面
積
は
約
１
１
９
平
方
㌔


町
木
は
楠
、
町
花
は
梅
。

自
衛
隊
築
城
基
地
が
あ
り
、
約

１
３
０
０
人
が
勤
務
す
る
。
無

形
民
俗
文
化
財
指
定
の
７
神
楽

が
継
承
さ
れ
て
い
る
。
出
身
者

は
大
相
撲
力
士
の
松
鳳
山
ら
。

の
合
併
で
誕
生
し
た
。
福
岡
県

東
部
に
位
置

周
防
灘
を
臨
み


英
彦
山
、
求
菩
提
山
、
国
見
山

な
ど
を
背
に
す
る
。
農
業
が
基

幹
産
業
。
八
津
田
地
区
に
航
空

小
倉
東
Ｉ
Ｃ
か
ら

国
道

号


分

◆
築
上
町
（
ち
く
じ
ょ
う
ま

ち
）

年
、
椎
田
町
と
築
城
町

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
が
満
喫
で
き
る

人
気
食
事
ス
ポ
ッ
ト
の
城
井
ふ

る
里
村

国
見
山
中
腹
に
あ
る
人
気
の
宿

泊
施
設
、
ビ
ラ
・
パ
ラ
デ
ィ

メ
タ
セ
の
杜
の
物
産
館
は
連

日
、
大
勢
の
買
い
物
客
で
に
ぎ

わ
う

養
鶏
場
か
ら
直
売

Ｂ
Ｂ
Ｑ
や
洋
菓
子

城
井
ふ
る
里
村

食
べ
る

城
井
ふ
る
里
村

は
、
人
気
の
食
事

処
だ
。
徳
永
養
鶏
場
を
経
営
す

る
徳
永
隆
康
社
長
（

）
が
自

慢
の
新
鮮
な
鶏
肉
や
卵
を
堪
能

し
て
も
ら
う
た
め

年
に
直
売

所
を
開
店
。
ニ
シ
キ
ゴ
イ
が
泳

ぐ
池
を
臨
む
敷
地
内
で
購
入
し

た
鶏
肉
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
が
楽

し
め
る
ほ
か
、
販
売
さ
れ
て
い

る
自
家
製
の
洋
菓
子
や
イ
タ
リ

ア
ン
ジ
ェ
ラ
ー
ト
な
ど
も
味
わ

え
る
。
家
族
で
の
来
店
が
多

く
、
週
末
に
は
多
い
日
で
約
１

０
０
０
人
が
訪
れ
て
に
ぎ
わ

う
。
徳
永
社
長
は
「
こ
だ
わ
り

の
卵
と
鶏
肉
を
使
っ
た
商
品
を

豊
富
に
扱
う
。
で
も
洋
菓
子
も

鶏
肉
も
よ
そ
に
は
出
し
て
い
な

い
ん
で
す
よ
。
特
に
洋
菓
子
を

買
い
に
来
る
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多

い
で
す
ね
」
と
胸
を
張
っ
た
。

◆
営
業
時
間

午
前

時
～

午
後
５
時

◆
主
な
料
金

バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
セ
ッ
ト
（
お
に
ぎ
り
２
個
、

鶏
肉
こ
ま
ぎ
れ
１
０
０
㌘
、
味

付
き
鶏
１
０
０
㌘
）
７
３
５

円
、
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
８
０
０

円
、
イ
タ
リ
ア
ン
ジ
ェ
ラ
ー
ト

２
０
０
円
な
ど

◆
定
休
日

毎
週
水
曜

◆
ア
ク
セ
ス

Ｊ
Ｒ
築
城
駅

か
ら
タ
ク
シ
ー
で
約

分

◆
所
在
地
、
連
絡
先

築
上

町
下
香
楽
５
５
７
の
１
５
、
☎

０
９
３
０
・
５
２
・
４
１
２
９

築
城
基
地
グ
ッ
ズ

隊
員
食
堂
カ
レ
ー

メ
タ
セ
の
杜

憩
う

メ
タ
セ
の
杜
は


年
の
オ
ー
プ
ン
以

来
、
憩
い
の
空
間
と
し
て
親
し

ま
れ
て
い
る
。
築
上
町
の
特
産

品
を
販
売
す
る
物
産
館
や
芝
生

公
園
が
あ
り
、
連
日
大
勢
の
人

で
に
ぎ
わ
う
。
延
べ
客
数
は
年

間
約

万
人
を
誇
る
。
近
く
に

航
空
自
衛
隊
築
城
基
地
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
物
産
館
に
は
戦
闘

機
の
玩
具
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
、
バ
ッ

グ
な
ど
関
連
グ
ッ
ズ
も
並
ぶ
。

中
で
も
同
基
地
の
食
堂
の
カ
レ

ー
を
忠
実
に
再
現
し
た
レ
ト
ル

ト
の
「
隊
員
食
堂
カ
レ
ー
」

は
、
販
売
１
年
半
で

万
個
が

売
れ
る
大
ヒ
ッ
ト
商
品
と
な
っ

て
い
る
。
ビ
ー
フ
カ
レ
ー
（
４

８
０
円
）
、
牛
ス
ジ
カ
レ
ー

（
５
０
０
円
）
の
２
種
類
が
あ

り
、
お
土
産
に
も
最
適
だ
。
木

村
順
弘
店
長
（

）
は
「
地
元

の
野
菜
、
果
物
を
中
心
に
弁
当

や
パ
ン
、
総
菜
も
販
売
し
て
い

ま
す
。
地
元
の
新
鮮
で
お
い
し

い
物
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す

よ
」
と
声
を
弾
ま
せ
た
。

◆
営
業
時
間

午
前
８
時
～

午
後
６
時

◆
休
業
日

毎
年
１
月
１
～

４
日◆

ア
ク
セ
ス

Ｊ
Ｒ
築
城
駅

か
ら
約

分

◆
所
在
地
、
連
絡
先

築
上

町
弓
の
師
７
６
５
、
☎
０
９
３

０
・
５
２
・
３
８
２
８

と
Ｐ
Ｒ
し
た
。
部
屋
は
洋
室

３
、
和
室
３
、
大
広
間
１
を
備

え
る
。
敷
地
内
に
は
水
車
小

屋
、
野
外
音
楽
堂
も
あ
る
。

◆
宿
泊
料
金

１
泊
２
食
付

き
大
人
１
人
５
０
０
０
円
～
、

中
学
生
以
下
１
人
４
０
０
０
円

～
。
素
泊
ま
り
大
人
１
人
２
５

０
０
円
～
、
中
学
生
以
下
１
人

１
５
０
０
円
～

◆
定
休
日

火
曜

◆
ア
ク
セ
ス

Ｊ
Ｒ
椎
田
駅

か
ら
タ
ク
シ
ー
で
約

分

◆
所
在
地
、
連
絡
先

築
上

町
極
楽
寺
１
の
７
、
☎
０
９
３

０
・
５
６
・
１
５
１
６

と
話
し
た
。

◆
宿
泊
料
金

１
泊
２
食
付

き
大
人
１
人
７
０
０
０
円
～
、

素
泊
ま
り
大
人
１
人
４
０
０
０

円
～◆

定
休
日

日
曜

◆
ア
ク
セ
ス

Ｊ
Ｒ
築
城
駅

か
ら
徒
歩
５
分

◆
所
在
地
、
連
絡
先

築
上

町
東
築
城
１
１
６
の
１
、
☎
０

９
３
０
・
５
２
・
０
０
５
０

水
車
小
屋
も
あ
る

ロ
グ
ハ
ウ
ス
調
宿

ビ
ラ･

パ
ラ
デ
ィ

泊
ま
る

ビ
ラ
・
パ
ラ
デ

ィ
は
、
自
然
を
満

喫
で
き
る
癒
や
し
の
宿
だ
。
ロ

グ
ハ
ウ
ス
調
の
宿
泊
施
設
を
完

備
し
た
ビ
ラ
（
別
荘
）
と
し

て
、
林
間
学
校
、
研
修
、
保
養

等
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
国
見

山
（
標
高
６
３
７
㍍
）
の
中
腹

に
位
置
し
、
登
山
客
や
ハ
イ
キ

ン
グ
の
利
用
者
も
多
い
。
支
配

人
の
松
田
倫
夫
さ
ん
（

）
は

「
『
自
然
と
ふ
れ
あ
う
』
が
テ

ー
マ
の
施
設
。
ゆ
っ
た
り
く
つ

ろ
ぐ
に
は
最
適
の
場
所
で
す
」

大
関
小
錦
も
滞
在

家
族
経
営
の
割
烹

紀
文

泊
ま
る

老
舗
旅
館
の
紀

文
は
オ
ス
ス
メ
の

宿
泊
施
設
だ
。
Ｊ
Ｒ
築
城
駅
か

ら
近
く
便
利
な
だ
け
で
は
な

い
。
家
族
経
営
に
よ
る
家
庭
的

な
雰
囲
気
や
料
理
が
人
気
で
、

リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
い
。
過
去
に

は
大
相
撲
元
大
関
の
小
錦
も
滞

在
し
て
い
る
。
部
屋
は
和
室


。
最
大

人
収
容
の
宴
会
場

は
航
空
自
衛
隊
関
係
者
の
利
用

も
多
い
。
お
か
み
の
椎
野
未
倫

子
さ
ん
は
「
昭
和

年
創
業
の

割
烹
旅
館
。
家
庭
的
な
の
で
癒

や
さ
れ
る
方
が
多
い
み
た
い
」

抜
群
。
同
邸
か
ら
の
周
遊
な
ら

効
率
的
に
楽
し
め
る
。

町
内
の
魅
力
は
他
で
も
体
感

で
き
る
。
学
業
の
神
様
と
さ
れ

る
菅
原
道
真
公
を
ま
つ
り
、
梅

の
名
所
の
綱
敷
天
満
宮
（
高

塚
）
、
樹
齢
１
９
０
０
年
で
幹

回
り
が

・
６
㍍
も
あ
る
国
指

定
特
別
記
念
物
の
巨
大
な
大
楠

（
本
庄
）
、
７
世
紀
中
頃
の
九

州
最
古
級
の
窯
跡
が
発
見
、
保

存
さ
れ
て
い
る
国
指
定
史
跡
の

船
迫
窯
跡
公
園(

船
迫)

な
ど
も

あ
る
。
歴
史
フ
ァ
ン
に
は
た
ま

ら
な
い
ホ
ッ
ト･

ス
ポ
ッ
ト
だ


客
で
に
ぎ
わ
う
。

蔵
内
氏
は
地
元
の
戦
国
武

将
、
宇
都
宮
氏
の
家
臣
だ
っ
た

こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。
そ
こ
で

タ
イ
ア
ッ
プ
企
画
も
持
ち
上
が

っ
て
い
る
の
だ
。
新
川
町
長
に

よ
る
と
「
旧
蔵
内
邸
の
駐
車
場

に
宇
都
宮
関
連
商
品
の
販
売
所

を
置
く
考
え
も
あ
る｣

と
い
う


町
は
公
開
初
年
度
の
来
客
目
標

数
を
３
万
人
に
設
定
し
て
お

り
、
町
長
の
鼻
息
も
荒
い
。
宇

都
宮
氏
の
菩
提
（
ぼ
だ
い)

寺


天
徳
寺
へ
は
車
で
約

分
、
館

跡
へ
は
徒
歩
圏
内
と
ア
ク
セ
ス

迎
賓
館
ほ
う
ふ
つ

築
上
町
は
宇
都
宮
氏
関
連
以

外
の
名
所
、
史
跡
も
充
実
し
て

い
る
。
中
で
も
絶
大
な
人
気
を

誇
る
の
が
、
内
装
が
迎
賓
館
を

連
想
さ
せ
る
旧
蔵
内
邸
（
上
深

野
）
だ
。
明
治
期
に
炭
坑
業
で

財
を
成
し
た
蔵
内
家
の
大
豪
邸

で
、
屋
久
杉
を
使
用
し
た
弓
型

天
井
の
大
広
間
や
西
洋
の
革
工

芸
の
技
法
が
施
さ
れ
た
仏
間
の

和
紙
の
壁
紙
、
回
遊
式
日
本
庭

園
、
庭
園
の
眺
め
を
意
識
し
た

茶
室
、
大
理
石
張
り
の
モ
ダ
ン

な
浴
室
な
ど
見
ど
こ
ろ
満
載
。

高
橋
幸
子
館
長
（

）
も
「
心

か
ら
の
も
て
な
し
を
念
頭
に
建

て
ら
れ
た
素
晴
ら
し
い
住
宅
で

す
皆
さ
ん
感
動
さ
れ
ま
す
よ｣

と
満
足
げ
だ
。

一
時
期
、
家
主
が
財
政
面
か

ら
維
持
で
き
な
く
な
り
存
続
の

危
機
に
さ
ら
さ
れ
た
。
だ
が
貴

重
な
文
化
遺
産
を
後
世
に
残
す

た
め
、
築
上
町
が
３
年
前
に
買

い
取
り
維
持
管
理
が
行
わ
れ
て

い
る
。
徹
底
し
た
補
修
期
間
を

経
て
、

年
４
月

日
に
待
望

の
一
般
公
開
が
ス
タ
ー
ト
し

た
。
初
日
に
は
約
６
０
０
人
が

来
邸
。
以
来
、
週
末
の
多
い
日

に
は
１
０
０
人
を
超
え
る
訪
問

築
上
町
・
新
川
久
三
町
長(

写
真)

築
上
町
は
歴
史
が
古
い
町
。
宇
都
宮
氏
に
関

す
る
名
所
、
古
跡
や
菅
原
道
真
公
ゆ
か
り
の
綱

敷
天
満
宮
、
本
庄
の
大
楠
な
ど
い
ろ
ん
な
見
ど

こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
今
後
、
高
速
道
路
の
行
橋

Ｉ
Ｃ
、
宇
佐
Ｉ
Ｃ
の
開
通
も
控
え
て
お
り
、
本

町
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
よ
り
良
く
な
る
。
黒
田
官

兵
衛
が
テ
ー
マ
の
大
河
ド
ラ

マ
も
始
ま
り
ま
す
し
、
是

非
こ
の
機
会
に
お
越
し
い

た
だ
き
、
楽
し
ん
で
も
ら

え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

歴
史
散
策
を
オ
ス
ス
メ
し
ま
す
。
特
に
黒
田

方
が
攻
め
き
れ
な
か
っ
た
難
攻
不
落
の
山
城
跡

は
見
逃
せ
ま
せ
ん
。
自
然
の
要
塞
（
よ
う
さ

い
）
と
言
え
る
、
城
井
ノ
上
城
址
は
是
非
見
て

も
ら
い
た
い
で
す
ね
。
そ
の
迫
力
に
驚
か
さ
れ

ま
す
よ
。
そ
の
他
、
宇
都
宮
氏
の
菩
提
寺
で
も

あ
る
天
徳
寺
、
家
臣
だ
っ
た
蔵
内
家
に
よ
る
旧

蔵
内
邸
や
、
黒
田
氏
関
連
の
名
所
も
多
い
。
満

足
で
き
る
〝
舞
台
づ
く
り
〟
で
、
皆
さ
ん
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

芝
居

絵
画
展

イ
ベ
ン
ト
好
評

旧
蔵
内
邸
で
の
各
種
イ
ベ

ン
ト
も
好
評
だ
。
一
般
公
開

開
始
以
来
、
こ
れ
ま
で
行
わ

れ
た
芝
居
、
絵
画
展
が
大
ヒ

ッ
ト
。
高
橋
館
長
は
「
大
河

ド
ラ
マ
も
あ
り
ま
す
し
、
イ

ベ
ン
ト
も
さ
ら
に
充
実
さ
せ

た
い
」
と
し
、
さ
ら
な
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ペ
ー
ス
と

し
て
の
役
割
に
期
待
を
寄
せ

た
。◆

営
業
時
間

午
前
９
時


分
～
午
後
４
時

分

◆
休
館
日

火
、
水
曜
、

年
末
年
始

◆
入
館
料
金

一
般
１
人

３
０
０
円
、
小
中
学
生
１
人

１
０
０
円

◆
ア
ク
セ
ス

Ｊ
Ｒ
築
城

駅
か
ら
タ
ク
シ
ー
で
約

分

◆
所
在
地
、
連
絡
先

築

上
町
上
深
野
３
９
６
、
☎
０

９
３
０
・
５
２
・
２
５
３
０

県
指
定
文
化
財
の
旧
蔵
内
邸
（
撮
影･

菊
川
光
一)

◆
築
上
町
の
主
な
年
間
行
事
◆

月

１

２

３

４

５

６

７

８

９







内 容

初詣

梅まつり
智恵の文殊大祭

天神山のしだれ桜祭り

菜の花祭り
桜祭り
六田弘法大師大祭
柴燈護摩大祭

神幸祭（神楽奉納）

キャンプ場開き

サマーフェスティバルｉｎ築城基地

夏祭り大楠

白い彼岸花まつり

大楠コンサート
ちくじょう祭り
航空自衛隊築城基地航空祭

もみじウオーキング(もみじ祭り)
岩戸見神社流鏑馬（隔年開催）

円座餅つき
カウントダウン花火

場 所

綱敷天満宮他

綱敷天満宮
正光寺

上本庄

湊宇留津今津営農組合
岩丸川城井川河口堤防
岩丸
龍城院

町内各神社

牧の原キャンプ場他

航空自衛隊築城基地

大楠神社

正光寺

大楠神社
アグリパーク
航空自衛隊築城基地

町内縦断
岩戸見神社

下香楽公民館
大楠神社、浜宮海岸

宇都宮氏家臣の子孫が炭坑で財 ｢旧蔵内邸｣年から一般公開宇都宮氏家臣の子孫が炭坑で財 ｢旧蔵内邸｣年から一般公開

お
土
産
に
大
人
気
の
ヒ
ッ
ト
商
品
、
隊
員
食
堂
カ
レ
ー

ＪＲ築城駅近くには宇都宮氏の出城の
１つだった宇留津城址がある

菅
原
道
真
を
ま
つ
る
綱
敷
天
満
宮
は
梅
の
名
所
で
も
あ
る

黒田官兵衛が城井谷攻めの際、陣を張
った法然寺

宇都宮氏の館は城井谷のぼぼ真ん中の
平地に建てられていた

正光寺の白い彼岸花

周
囲
を
岩
壁
に
囲
ま
れ
た
城
井
ノ
上
城
址
は
、
険
し
い
地
形
で

歩
行
は
容
易
で
は
な
い

天
徳
寺
は
宇
都
宮
氏
の
菩
提
寺

で
、
境
内
に
は
鎮
房
ら
の
墓
が

あ
る

国
の
天
然
記
念
物
と
な
っ
て
い

る
本
庄
の
大
楠

正
光
寺
の
境
内
に
は
黒
田
官
兵
衛
の
家
臣
の
１
人
だ
っ
た
後
藤

又
兵
衛
作
の
ち
ょ
う
ず
鉢
が
残
る

黒田長政の身代わりで
戦死した大野小弁正重
の碑

築上町は神楽の里でもある

広幡城址は公園になっており、高台か
らは町内が一望できる





倰倰倰倰倰倰倰

儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

協
議
会
の
発
足
も
模
索
し
て
い

る
。シ

ン
ク
タ
ン
ク
に
よ
る
と
、


年
放
送
の
大
河
ド
ラ
マ
「
龍

馬
伝
」
の
高
知
県
へ
の
経
済
効

果
は
約
５
３
０
億
円
だ
っ
た
。

直
近
の
「
八
重
の
桜
」
は
約
１

２
０
億
円
と
試
算
さ
れ
て
い

る
。
果
た
し
て
電
光
石
火
の
迎

撃
な
る
か
。
築
上
町
関
係
者
の

期
待
も
大
き
い
。

会
」
を
中
心
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
の
養
成
、
山
城
め
ぐ

り
の
ツ
ア
ー
コ
ー
ス
の
確
立
、

案
内
図
の
設
置
な
ど
を
検
討

中
。
激
辛
の
「
迎
撃
カ
レ
ー
」

や
家
紋
入
り
の
和
菓
子
、
焼
酎

な
ど
の
関
連
商
品
を
誕
生
さ
せ

る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
町

は
さ
ら
に
、
大
河
ド
ラ
マ
に
か

ら
む
福
岡
・
行
橋
市
、
み
や
こ

町
な
ど
周
辺
自
治
体
と
の
関
連

ガ
イ
ド
を
養
成

菩
提
（
ぼ
だ
い
）
寺
の
天
徳

寺
（
本
庄
）
に
は
、
貴
重
な
鎮

房
公
の
自
画
像
の
掛
け
軸
や
か

ぶ
と
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。
ド

ラ
マ
化
を
機
に
訪
れ
る
人
は
す

で
に
昨
年
比
４
倍
。
同
寺
の
溝

口
浩
久
住
職
（

）
も
「
地
名

が
世
に
出
れ
ば
、
鎮
房
公
も
浮

か
ば
れ
る
で
し
ょ
う
。
私
も
天

徳
寺
の
歴
史
や
宇
都
宮
家
に
つ

い
て
観
光
客
に
話
し
て
い
き
た

い
。
町
お
こ
し
に
協
力
で
き
れ

ば
」
と
歓
迎
す
る
。

集
客
の
取
り
組
み
は
急
ピ
ッ

チ
で
進
む
町
は
発
足
し
た｢

宇

都
宮
関
連
事
業
活
用
検
討
委
員

こ
ろ
見
た
瞬
間


驚
い
て
わ
ー
っ


と
な
る
。
黒
田
方

は
何
回
か
攻
め
た

が
、
攻
め
き
れ
な

か
っ
た
。
こ
の
難

攻
不
落
の
要
塞
を

ぜ
ひ
見
て
も
ら
い

た
い
」
と
胸
躍
ら

せ
た
。

他
に
も
見
ど
こ

ろ
は
あ
る
。
山
城

は
、
黒
田
長
政
を

撃
破
し
た
小
山
田

城
址
（
小
山
田
）
、
険
し
い
山

頂
に
築
か
れ
た
本
丸
の
大
平
城

址
（
寒
田
）
、
城
代
が
黒
田
方

に
降
り
、
城
井
谷
攻
め
の
道
案

内
を
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
広
幡

城
址
（
水
原
・
広
末
）
な
ど
。


棟
以
上
の
建
物
跡
が
発
見
さ

れ
た
館
跡
（
松
丸
）
、
前
線
基

地
だ
っ
た
出
城
の
宇
留
津
（
う

る
づ
）
城
址
（
宇
留
津
）
も
興

味
を
そ
そ
ら
れ
る
史
跡
だ
。

Ｊ
Ｒ
日
豊
線
・
築
城(

つ
い
き)

駅
の
先
か
ら
町
の
南
に
約


㌔
延
び
る
城
井
谷
沿

い
に

カ
所
ほ

ど
点
在
し
て

い
る
。そ

の
シ

ン
ボ
ル
と

も
言
え
る

の
が
、
切

り
立
つ
山
に

挟
ま
れ
た
城
井

谷
の
最
深
部
に
築
か

れ
た
城
井
ノ
上
城
址
（
寒

田
＝
さ
わ
だ
）
だ
。
出
入
り
用

の
岩
穴
以
外
、
傾
斜
の
急
な
岩

に
囲
ま
れ
て
お
り
、
ま
る
で
天

然
の
要
塞
（
よ
う
さ
い
）
。
背

後
に
は
英
彦
山
、
一
ノ
岳
、
求

菩
提
山
（
く
ぼ
て
さ
ん
）
な
ど

が
そ
び
え
、
ま
さ
に
難
攻
不
落

と
い
え
る
。
官
兵
衛
は
得
意
の

水
攻
め
も
で
き
ず
、
手
を
焼
い

た
と
い
う
。
新
川
町
長
も
「
観

光
の
一
番
の
メ
ー
ン
に
な
る
と

で
書
か
れ
た
「
軍
師

黒
田
官

兵
衛

最
大
の
宿
敵
・
城
井
宇

都
宮
鎮
房
」
の
の
ぼ
り
旗
が
翻

り
、
並
々
な
ら
ぬ
〝
戦
闘
モ
ー

ド
〟
が
漂
う
。
宇
都
宮
氏
は
協

力
し
た
豊
臣
秀
吉
の
九
州
統
治

の
処
遇
を
め
ぐ
り
、
黒
田
氏
と

対
立
し
た
地
元
の
英
雄
。
「
宇

都
宮

黒
田
」
の
ク
ロ
ー
ズ
ア

ッ
プ
で
観
光
客
の
取
り
込
み
に

必
死
だ
。
新
川
久
三
町
長(

)

は
「
大
河
ド
ラ
マ
の
お
か
げ
。

反
対
サ
イ
ド
か
ら
宣
伝
で
き
、

あ
り
が
た
い
」
と
意
気
込
む
。

谷
沿
い
に
点
在

特
に
観
光
の
目
玉
と
し
て
前

面
に
押
し
出
そ
う
と
し
て
い
る

の
が
、
宇
都
宮
軍
が
合
戦
で
黒

田
軍
を
苦
し
め
た
全
国
的
に
も

珍
し
い
山
城
な
ど
の
史
跡
だ
。

逆
手
町
お
こ
し

黒
田
官
兵
衛
の
敵
陣
へ
よ
う

こ
そ


築
上
町
が

年
の
大

河
ド
ラ
マ
の
主
人
公
を
逆
手
に

取
り
、
町
お
こ
し
を
図
っ
て
い

る
。
い
た
る
所
で
黒
地
に
白
字

宇都宮鎮房自画像の掛け軸(天
徳寺所蔵) 宇都宮軍と黒田
軍の城井谷での合戦の旧跡
が描かれた町指定文化

財の城井谷絵図

法
寺
荘
な
ど
の
領
地
を
得
た
。

南
北
朝
時
代
の
頼
房
の
頃
に
は

本
拠
地
を
築
上
町
本
庄
に
移

し
、
菩
提
寺
の
天
徳
寺
を
建
立

し
た
。
通
房
、
頼
房
、
冬
綱
の

時
代
（

世
紀
頃
）
に
は
幕
府

執
権
の
北
条
得
宗
家
と
結
び
つ

き
勢
力
を
広
げ
、
筑
後
国
・
豊

前
国
守
護
に
任
命
さ
れ
、
豊
前

最
大
の
武
士
団
と
な
っ
た
。

略
す
る
た
め
、
宇
都
宮
信
房
を

九
州
に
派
遣
し
た
。
信
房
は
こ

れ
を
成
功
さ
せ
、
元
来
平
氏
の

地
盤
で
あ
っ
た
九
州
統
一
の
突

破
口
を
開
い
た
。
こ
の
功
績
に

よ
り
１
１
９
２
年(

建
久
３)



信
房
は
頼
朝
か
ら
田
川
郡
伊
方

荘
の
地
頭
職
、
豊
前
国
衛
の
田

所
職
、
税
所
職
ほ
か
、
平
家
方

の
板
井
種
遠
の
跡
地
で
あ
る
伝

◆
宇
都
宮
一
族

宇
都
宮
氏

は
も
と
も
と
常
陸
国
、
下
野
国

を
勢
力
下
に
お
い
た
八
田
氏
の

系
譜
だ
が
、
豊
前
宇
都
宮
氏
の

祖
と
な
っ
た
信
房
は
京
都
朝
廷

に
仕
え
中
原
氏
を
名
乗
っ
て
い

た
。
１
１
８
５
年
（
文
治
元
）

平
家
が
壇
ノ
浦
で
滅
亡
す
る

と
、
源
頼
朝
は
反
旗
を
翻
し
鬼

界
島
に
逃
げ
た
義
経
一
派
を
攻

かれたドラマ。人気ア
イドルグループＶ６の
岡田准一が主人公を演
じる。他も官兵衛の息
子で初代福岡藩主の長
政は松坂桃李、織田信
長は江口洋介、豊臣秀
吉は竹中直人が演じる
豪華キャスト。年１
月から放送開始。

年１月から
Ｖ６岡田が主演
◆大河ドラマ「軍師
官兵衛」 側近とし

て豊臣秀吉の天下統一
の夢を支え、福岡藩の
礎を築いた戦国武将、
黒田官兵衛の波瀾（は
らん）万丈の生涯が描

また同公園には、発
掘された古墳時代か
らの貴重な窯跡が保
存されている。築上
町文化財保護課係長
の 高 尾 栄 市 さ ん
（）は「ここは町
の歴史が学べるとこ
ろ。今後（絵図の）
写真展示も検討した
い」と話した。

◆営業時間 午前
９時～午後５時

◆休館日 毎週月
曜
◆料金 無料
◆所在地、連絡先
築上町船迫1342の

22、☎0930･52･3771

合戦旧跡描いた
絵図写真展示へ
船迫窯跡公園
体験学習館

船迫窯跡公園の体
験学習館には、町指
定文化財「城井谷絵
図」が保管されてい
る。宇都宮軍と黒田
軍の城井谷の合戦跡
が詳細に描かれたも
ので、福岡藩の儒学
者、貝原益軒が1600
年代後半に編さん。

日刊スポーツ新聞社
福岡市博多区博多駅前２の１の１福岡朝日ビル
〒812-8559 ☎092(436)8711 Ⓒ日刊スポーツ新聞社 2014

年(平成年)

迎
撃
態
勢
整
っ
た
り


福
岡
・
築
上
町
が

年
の
大
河

ド
ラ
マ
を
機
に
活
気
づ
い
て
い
る
。
戦
国
武
将
の
黒
田
官
兵

衛
が
ド
ラ
マ
化
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
同
町
を
中
心
に
豊
前
を

福
岡･

築
上
町
治
め
最
大
の
宿
敵
と
さ
れ

た
宇
都
宮
鎮
房
（
し
げ
ふ

さ
）
関
連
の
史
跡
を
町
お
こ
し
の
起
爆
剤
に
と
、
懸
命
だ
。

炭
坑
業
で
財
を
成
し
た
同
氏
の
家
臣
に
よ
る
旧
蔵
内
邸
（
県

指
定
建
造
物
、
国
登
録
文
化
財
）
な
ど
名
所
は
多
く
、
さ
ら

な
る
魅
力
向
上
を
目
指
し
て
い
る
。

黒
田
側
陣
営

家
臣
の
墓
も

大
河
ド
ラ
マ
の
主
人
公
に
も

思
い
を
は
せ
よ
う


築
上
町

の
黒
田
官
兵
衛
に
関
す
る
史
跡

も
見
逃
せ
な
い
。
城
井
谷
の
山

城
を
拠
点
に
す
る
宇
都
宮
氏
を

攻
め
る
際
、
３
カ
月
間
陣
を
張

っ
た
と
い
う
浄
土
宗
の
法
然
寺

（
東
八
田
）
を
は
じ
め
、
築
上

町
商
工
課
商
工
観
光
係
長
の
村

上
敏
之
さ
ん
（

）
が
「
地
元

で
も
こ
ん
な
場
所
が
あ
る
の
か

と
、
知
ら
な
い
人
が
多
い
」
と

話
す
見
ど
こ
ろ
が
め
じ
ろ
押
し

だ
。芭

蕉
塚
周
辺
（
寒
田
）
は
九

州
で
初
め
て
花
見
を
し
た
と
い

う
桜
の
名
所
で
、
当
時
詠
ん
だ

句
が
求
菩
提
資
料
館
に
今
も
残

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
息
子
の
黒

田
長
政
が
戦
死
寸
前
ま
で
追
い

込
ま
れ
た
激
戦
地
の
岩
丸
地
区

に
は
、
毛
利
軍
の
援
軍
と
し
て

参
戦
し
て
討
た
れ
た
勝
間
田
彦

六
左
衛
門
重
晴
、
長
政
の
命
を

救
う
た
め
に
身
代
わ
り
で
戦
死

し
た
家
臣
の
大
野
小
弁
正
重
の

供
養
碑
が
あ
る
。
正
光
寺
境
内

に
は
、
官
兵
衛
を
父
の
よ
う
に

慕
っ
た
と
い
う
「
黒
田

騎
」

の
１
人
、
後
藤
又
兵
衛
作
の
コ

ケ
の
生
え
た
風
流
な
ち
ょ
う
ず

鉢
が
置
か
れ
て
い
る
。

豊
前
を
治
め
た
だ
け
に
、
周

辺
自
治
体
に
も
ゆ
か
り
の
史
跡

が
残
る
。
行
橋
市
、
み
や
こ
町

に
ま
た
が
る
馬
ケ
岳
城
址
は
豊

臣
秀
吉
の
九
州
平
定
後
、
豊
前

入
り
し
た
官
兵
衛
が
初
め
て
居

城
と
し
た
。
官
兵
衛
の
足
跡
を

た
ど
れ
ば
、
人
物
像
も
お
の
ず

と
分
か
っ
て
く
る
は
ず
だ
。

城井ノ上城址の入口に
はのぼり旗が掲げられ
ている

◆山城 防御と攻撃機能を最大限に発
揮するための軍事施設。戦闘が激化した
南北朝時代以降、険しい山頂に建てられ
始めた。出入り口を複雑にしたり、敵が
簡単に登れないように地面を急斜面に加
工したり、堀や土塁で侵入を防ぐなど、
地形に応じた工夫がされる。

「迎撃カレー」のパ
ッケージ

秀吉に協力も中津で
だまし討たれ滅びる
◆宇都宮鎮房と黒田官兵

衛の対立 宇都宮鎮房は豊
臣秀吉の九州統治に参加、
協力したが、その後の処遇
は意に反すものだった。先
祖代々鎌倉時代から400年
統治してきた豊前（福岡東
部大分北部エリア)から四
国への転封を命じられる。
1587年(天正)、これを不
服とした鎮房は入れ替わり
で豊前を治めることになっ
た官兵衛に対して反乱を起
こす攻防は３カ月続いた
だが黒田方は大敗を喫すな
ど山城を攻めあぐね、つい
に和睦案を提示。翌1588年
(天正)、鎮房が受け入れ
たものの、官兵衛の居城だ
った中津城でだまし討たれ
滅ぼされたとされる。

天
徳
寺
所
蔵
の
宇
都
宮
鎮
房
の
兜

天然の巨岩がそびえる城井ノ上城址の表門。中央の岩穴は人１人が入れるほどの大きさしかない


